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六
月
二
十
四
日
、
瑞
巌
寺
で
「
一
木
四
銘
」
の
名

香
と
し
て
名
高
い
「
柴
舟
」
を
聞
く
会
が
催
さ
れ
た
。

瑞
巌
寺
の
平
野
素
雲
軒
老
師
と
私
は

骨
董

こ
っ
と
う

好
き
で
あ
る
。
仙
台
の
あ
る
老

舗
で
何
遍
も
お
会
い
し
て
、
い
ろ
い

ろ
お
話
し
し
て
い
る
の
で
遠
慮
が
な

い
。
少
し
早
く
着
い
て
時
間
が
あ
っ

た
の
で
、
老
師
か
ら
柴
舟
や
瑞
巌
寺

の
上
段
の
間
の
話
を
伺
っ
た
。

徳
川
家
光
の
こ
ろ
、
長
崎
に
素
晴

ら
し
い
伽
羅

き
ゃ
ら

の
香
木
が
入
荷
し
た
。

早
速
、
細
川
忠
興
は
家
臣
の
興
津
弥

五
右
衛
門
に
相
役
一
人
を
添
え
て
長

崎
に
遣
わ
し
た
。
同
じ
よ
う
に
伊
達

政
宗
の
家
臣
、
加
賀
前
田
家
の
家
臣

も
来
合
わ
せ
た
か
ら
、
香
木
の
値
は

高
騰
し
、
興
津
の
相
役
が
「
た
か
が

枯
木
に
そ
の
よ
う
な
大
金
を
浪
費
す

る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
」と
主
張
。

興
津
は
主
命
に
背
く
こ
と
に
な
る
と

言
い
張
り
、
つ
い
に
は
相
役
を
討
ち

果
た
し
た
。

事
の
重
大
さ
に
家
臣
た
ち
は
三
家
共
同
で
買
い
取

る
こ
と
に
し
、
最
上
部
を
朝
廷
に
お
上
げ
し
、
残
り

を
三
等
分
に
し
て
く
じ
引
き
に
し
た
。
結
果
、
上
部

は
前
田
家
、
中
を
細
川

家
、
最
下
部
が
伊
達
家

に
収
ま
っ
た
。
し
か
し
、

帰
還
し
た
細
川
家
の
家

臣
興
津
は
相
役
を
切
り

捨
て
た
責
任
か
ら
自
害

し
、
伊
達
家
の
家
臣
も

香
り
の
優
劣
に
関
係
は

な
い
が
、
最
下
部
を
引

き
当
て
た
こ
と
へ
の
責

任
を
取
っ
て
自
刃
し
て

い
る
。

こ
の
香
木
は
そ
れ
ぞ

れ
に
名
が
付
け
ら
れ
、

宮
中
に
献
上
さ
れ
た
伽

羅
は
「
藤
袴
」、
前
田
家

は
「
初
音
」、
細
川
家
は

「
白
菊
」
。
伊
達
家
は

「
柴
舟
」
と
名
付
け
た
。

政
宗
公
が
亡
く
な
ら
れ
て
以
後
、
こ
の
香
木
は
一
度

も
焚た

か
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。

瑞
巌
寺
の
本
堂
に
は
上
々
段
の
間
、
上
段
の
間
が

あ
る
。
上
々
段
の
間
は
天
皇
が
お
い
で
に
な
っ
た
時

に
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に
政
宗
が
作
っ
た
間
で
あ

り
、
い
ま
だ
か
つ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
上
段
の
間
は
伊
達
家
の
殿
様
が
座

る
場
所
で
は
あ
る
が
、
廃
藩
置
県
以
来
使
わ
れ
た
こ

と
は
な
い
と
い
う
。
そ
の
場
で
名
香
柴
舟
を
聞
く
会

が
催
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
聞
い
て
い
る
う
ち

に
だ
ん
だ
ん
あ
り
が
た
み
が
増
し
て
き
た
。
メ
ン
バ

ー
は
伊
達
泰
宗
氏
、
瑞
巌
寺
の
平
野
素
雲
軒
老
師
、

浅
野
知
事
、
そ
し
て
小
生
。
次
に
、
村
松
仙
台
商
工

会
議
所
会
頭
、
一
力
河
北
新
報
社
主
な
ど
で
あ
る
。

本
堂
の
上
段
の
間
に
移
動
す
る
時
、
素
雲
軒
平
野

老
師
が
先
に
歩
ま
れ
、
そ
の
後
を
私
が
の
こ
の
こ
つ

い
て
い
っ
た
。
さ
っ
き
の
骨
董
談
義
の
続
き
で
ご
く

気
楽
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
観
光
客
が
い
っ

ぱ
い
い
て
、「
な
ん
だ
あ
い
つ
。
白
石
の
市
長
じ
ゃ
な

い
か
。
ど
う
し
て
老
師
の
後
を
知
事
の
前
に
立
っ
て

威
張
っ
て
歩
く
ん
だ
ろ
う
。」と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。

な
に
も
移
動
す
る
時
だ
け
が
そ
う
な
の
で
あ
っ
て
、

聞
香
の
時
は
知
事
の
次
に
座
る
ん
だ
が
な
あ
…
と
思

い
つ
つ
も
、
テ
レ
ビ
で
顔
を
知
ら
れ
て
い
る
の
も
不

便
な
も
の
だ
と
感
じ
た
。

ま
ず
練
習
と
い
う
こ
と
で
、
仙
台
に
ち
な
ん
だ
香

木
「
名
取
川
」
の
聞
香
が
行
わ
れ
た
。
泰
宗
さ
ん
、

ご
老
師
、
浅
野
知
事
と
回
っ
て
き
て
私
の
所
に
来
た

ら
何
か
様
子
が
お
か
し
い
。
炭
の
上
に
雲
母
を
置
い

て
、
そ
の
上
に
香
木
を
置
く
の
で
あ
る
が
、
ど
う
も

移
動
の
間
に
転
げ
落
ち
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
ち
っ
と

も
香
り
が
し
な
い
。
首
を
傾
げ
て
い
た
ら
、
香
を
焚

く
人
が
「
下
に
落
ち
ま
し
た
ね
。
ど
う
ぞ
お
戻
し
く

だ
さ
い
。
慣
れ
な
い
う
ち
は
香
炉
は
回
さ
な
い
で
結

構
で
す
。」
と
言
う
。
な
に
イ
ッ
て
る
。
知
事
か
ら
オ

レ
の
所
に
来
た
と
き
は
も
う
落
っ
こ
ち
て
い
た
ん
だ
。

そ
の
後
に
、
泰
宗
さ
ん
が
伊
達
政
宗
公
に
柴
舟
を

献
香
し
た
が
、
そ
の
香
り
、
ふ
く
い
く
と
し
て
上
段

の
間
全
体
を
覆
っ
た
。
さ
す
が
に
名
香
で
あ
る
。
知

事
も
感
嘆
し
て
、
献
香
の
後
す
ぐ
退
席
す
る
予
定
だ

っ
た
の
を
、
柴
舟
の
聞
香
が
終
わ
る
ま
で
座
り
続
け

て
い
た
。
秘
書
は
気
が
気
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

だ
が
、「
一
生
に
一
度
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
動
く
気
配

が
な
か
っ
た
。
私
も
お
か
げ
で
素
晴
ら
し
い
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

聞
香
ぶ
ん
こ
う

…
香
を
聞
く
こ
と
。
香
を
か
ぎ
分
け
る
こ
と
。

手
話
を
通
じ
て

ふ
れ
あ
い
の
輪

障害者と市民とのふれあいの場に

しようと、白石しらゆり会主催の恒

例行事である手話劇が７月２日、中

央公民館で開催されました。

今回の手話劇は、おばあさんが山

に捨てられるおなじみの昔話を基に

した「ばあさまと殿様」で、手話サ

ークルのメンバーや聴覚障害者の方

によって演じられ、「高齢者を大切

に」を訴えました。

このほか、障害のある子供たちな

情報センター「アテネ」がオープ

ン２周年を迎え、７月12日から16日

まで記念イベントが開かれました。

子供に大人気のパソコンお絵かき

大会をはじめ、インターネット体験

会、写真入り名刺づくり、パソコン

何でも相談会などに親子連れなどが

参加し、マルチメディアを楽しく体

験しました。

市内商店街の軒先やショーウイン

ドーに、そのお店にある昔懐かしい

カメラや時計などを展示する「まち

かど博物館」が、６月24日から７

月２日まで開かれました。

これは、商店街の協力を得て、市

民グループ「蔵富人」が白石の再発

見を目的に行っている恒例イベント

で、今回が９回目となりました。

期間中は市民や観光客が、昔の生

活用具や商売道具に時代の風情を楽

しんでいました。

来年開催されるみやぎ国体の開催

機運を盛り上げようと、７月６日、

みやぎ国体の広報キャラバン隊が市

役所を訪れました。

訪れたのは、みやぎ国体の広報活

動などのために県が募集したボラン

ティア「ケヤッキークラブ」の皆さ

んで、「全国から集まる選手ととも

に、喜びや感動を分かち合える大会

にしましょう」と書かれた浅野知事

のメッセージを読み上げました。

＝白石市は新体操と

山岳競技の開催地です＝

児童や父母、教職員などによるワ

ークショップをもとに、平成10年

４月から改造工事を進めていた白石

第一小学校で７月11日、落成式が

行われました。今回の改造工事によ

り、余裕教室の活用や障害者用トイ

レの設置など、ゆとりある明るい教

育環境に改善されました。

また、記念植樹も行われ、白石と

歴史的ゆかりのある福島県三春町か

ら寄贈された滝桜を、児童の代表者

たちが体育館南側に植樹しました。

どによる手話のオペレッタ「金のが

ちょう」や、障害者施設の入所者に

よる歌などが披露され、客席からは

温かい拍手が送られていました。

６月30日、大鷹沢大町にお住ま

いで、市内では２番目の長寿となる

斎藤サツキさんが満100歳の誕生日

を迎えられました。この日、サツキ

さんは体調を崩されており、市役所

を訪れた長男の哲雄さんに特別敬老

祝金100万円が贈られました。

サツキさんは、明治33年大鷹沢

生まれ。現在は長男夫婦、孫さん夫

婦、ひ孫さんとの６人暮らしです。

体を動かすことが好きで、普段は庭

の手入れやひ孫の相手をしているそ

うです。ずっと長生きしてください。

みなさんからの素敵な
情報を待ってます！ まちかど・ズームIN!

　川井市長の�
せせらぎトーク�

■名香『柴舟』■

第14回「手話劇」

みやぎ国体広報キャラバン隊

第一小学校大規模改造工事落成
斎藤サツキさんが満100歳まちかど博物館

ê
手
話
劇
「
ば
あ
さ
ま
と
殿
様
」

ë
手
話
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
金
の
が
ち
ょ
う
」

国体を成功させよう！

きれいで明るい校舎に変身！
ずっと長生きしてネ商店街の散策を楽しむ

健康長寿のまちづくり
さわやかフェスティバル

インターネット体験中！
「アテネ」オープン２周年イベント

７月９日、恒例のさわやかフェス

ティバルがホワイトキューブで開か

れ、コンピュータによる健康診断な

どのコーナーに、約3,000人の市民が

詰めかけました。

また、ステージでは、専門医など

から「脳血管の老化を防ぐ」などの

話があったあと、タレントの清水ア

キラさんが「わたしの健康法」と題

して体験談をもとに講演。笑顔の中

に健康づくりがあることなどをユー

モアを交えながら話されました。

※この模様は、８月31日8:35～9:23

のＮＨＫ総合テレビ・生活ほっとモ

ーニング「健康スペシャル」の中で

放映の予定です。ぜひご覧ください。


